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『考察』

　高瀬先生は実際の現場を通しての管理者としてのお話しであり、少し難しかった。最後に「質の高い効率的で安全な医療の提供していく為に、全職員がそれぞれの施設の存在目的、役割、経営実態について共通の認識と理解を確認していくことが大切である。」とお話しされた。やはり、青南病院にも理念や方針があるわけで、それを理解する事、一人だけではなく組織全体でお互いに理解する事が大切である。自分達の病院をどうすると良いのか皆がお互いに意識する事が必要である。

　紙屋先生のお話しは大変感動した。実際に介入した患者様の事例を通してのお話しであったが、医師の診断では回復はしない寝たきりや意識がないような患者様を、脳への刺激を行う事で、座れるようになった事やコミュニケーションが取れるようになった事、普段の日常生活が送れるようになるまで回復するまでに至っていた。この看護としての関わりは「すごい」と驚いた。自分たちが看護という専門職として、どのような関わり、ケアしていくと良いのか考える必要があると思う。介入した事で患者様がここまで回復したんだという気持ちを大切に、そして自信を持って言えるようになりたい。

　今回学んだ事を、現場のスタッフへも伝え看護としての役割を再度考えていきたい。そして今後のケアにいかして行きたいと思う。

≪実践に活かす看護論―臨床看護の現場から―≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　高瀬　チエ　（東北大学病院　看護部長）

・東北大学病院の概要、組織図、理念の説明あり

　　理念とは・・・・仕事するにあたり志、信念、使命に値する

　　組織とは・・・・2人以上の人々の意識的に調整された活動や諸力の体系化

　　　　　　　　　　伝達、協動、意欲、共通の目的は有効であり、能率的でなければならない

　経営目的とは・・顧客の創造と維持である。これには理念と戦略が必要

　　　　　　　　　　存続と能率・・・顧客満足と貢献を果たすものである

◎経営理念を浸透させる三つの教育

1） 職能教育

1 ほうれんそう（報告、連絡、相談）

2 ＰＤＣＡ（マネジメントサイクル）

2） 態度評価

接遇教育（謙虚さ、誠実さ、ＯＪＴ）

3） 可能思考教育

1 前向き

2 肯定的

3 積極的

4 プラス思考

5 協調的

◎理念（存続理由を明確）

　戦略とは・・・理念を実現する為の方法、手段が戦略であり、理念を実現する為には戦略が必要

　条件 ①誰に売るか

　　　②誰に何を売るか

　　　③どうやって売るか

　　　④どうやって管理するか


東北大学病院の看護部の理念と方針

理念⇒患者様にやさしい医療と先進医療との調和を目指した看護を提供します。

方針⇒①チーム医療を通し、専門職としての安全で質の高い看護を提供します。

　　　　②主治看護師制により、個別の看護を提供します。

　　　　③看護実践に活かす、看護研究を行います

　　　　④病院経営に参画し、業務改善に努めます

　◎組織の分析の手法

　　マッキンゼーの７Ｓによる分析　　　　　　　　　　　　バランス・スコアカード
1 戦略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・顧客の視点

②　構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・内部のプロセス

③　システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学習と成長の視点

④　スキル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・財務の視点

⑤　スタッフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥　マネジメントスタイル　　　　　　　　　　　　　　　

⑦　組織文化、共有価値

ＳＷＯＴの分析

内部環境　　　　　　　　　　外部環境

①診療科　　　　　　　　　　①市場

②医療の質　　　　　　　　　②市場の競合施設

③看護の質　　　　　　　　　③人口統計

④病院設備　　　　　　　　　④ヘルスケアの情勢

⑤職員の技術　　　　　　　　⑤経済状況

⑥人的資源　　　　　　　　　⑥人口統計

⑦システム　

⑧病院収入

⑨組織構造　　　

具体的方針―戦略

1 各病棟の目標管理をＳＷＯＴ分析で行い、業務上の課題を発見する

2 ＴＮＡＤＳ評価表（実践能力評価）を活用し、スタッフの自己啓発を計る　

3 クリニカルパスの活用を図る（患者様満足度評価）

4 病院機能評価受審の基本的な標準化を行ったが一層の見直しをする

5 病院開発計画第二期工事完成に準備委員会を立ち上げる

6 ベッドコントロール委員会の機動力を発揮させる

7 地域医療連携センターの活性化を支援する

8 臓器移植部の活動を構築する　

9 救急部の活性化を援助する

10 各看護師の自己申告書を分析し、病院全体の業務改善に役立てる

11 各委員会の活性化を図る

12 看護師長・副看護師長の推薦内視を再検討する

　

◎ＴＮＡＤＳの活用

　目的：各領域で看護実践能力を高める

　　　　目標を明確にし、看護実践能力を積み重ねることにより、より良いケアが提供出来る

　　　　自己目標を明確にし、キャリアアップ、開発を図る

・レベルⅠ：採用化～卒後1年目対象

・レベルⅡ：卒後3年目以上

・レベルⅢ：後輩の指導教育

・レベルⅣ：副看護師長の推薦内視

・レベルⅤ：病棟看護師長としての責任

認定看護師導入している

	
	最近の病院動向について

	経営理念
	グローバル化

知の創造と承諾の拠点

	経営戦略
	病院長のリーダーシップ

	組織構造
	組織の再構築

情報公開に耐えられる病院

	経営プロセス
	説明成果責任、評価、結果

	人材
	専門性とマネジメント

	企業風土
	危機管理が出来ている環境


◎これからの病院のあり方　　　　　　　　　　　　　　　　

◎これからの課題

　質の高い効率的で安全な医療の提供

　全職員がそれぞれの施設の存在目的、役割、経営実態について共通の認識と理解を確認していくことが大切である。

≪実践に活かす看護論―看護の専門性を高める実践と評価―≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　紙屋　京子　（筑波大学看護・医療科学類長）

世界に例をみない速さで進行する我が国の高齢社会、そして高度先進医療の進展は国民のケアニーズを増

大させると共に、医療に対する国民の価値観をも大きく変化させた。

　　　　　　　これまで以上に看護やケアに対する期待が高まった

　　　　　　　看護の周辺領域にはこうした社会の要請に応えるために新しい有資格者が誕生

　　　　　　　改めて看護の役割と専門性が問われている

　　　　　　看護者が行う日常生活支援の活動の中には、ヘルパー、介護福祉士、理学療法士、ひいては素人まで出来る行為まで、幅広い技術がある。

　　　　　　生活支援の専門職として、看護者が提供する技術には目的・方法・効果の期待においては

　　　　　　他の職種と明確な違いがなければならない


　　　　　　看護者がその専門性と独自性を発揮する為には、看護活動の中核をなす活動支援技術を明確化する必要がある。


　　　　　　日常生活支援に関する技術の開発と研究は、看護の理論的研究に比べて大きな立ち遅れがある。


　　　　　　人間としての尊厳ある生命と生活を保障し、残された能力を発展させ、より質の高い生活レベルで社会復帰させるための効果的な支援方法を確立する事は、すべての看護職にとっての課題

　

事例：、足や手などを刺激をした結果（脳への刺激）

・女性、ある病気にて植物状態の患者様、医師からも意識が戻る事や回復の見込みはないと診断されてい

たが、脳への刺激を継続した結果、意識もあり、動く事も出来るようになった。

⇒今では日常生活を送っている。

・在宅で身体硬直で体がまがってしまっていた患者様、その日一回で体が真っ直ぐになった。

・交通事故により寝たきり状態、言語障害、脳への刺激により座位が保持出来る様になった。字を書けるようになり、息子とのコミュニケーションが取れるようになった。食べたいものと言う質問に「ビール」と書いたとの事。

